
研  究  結  果  報  告  書  

台湾における日本語の受容と定着に関する言語研究  

 

所属：淡江大学  日本語文学系  

役職：助理教授          

氏名：林  青樺       

 

 

台 湾 で は 生 活 用 品 を は じ め 、 フ ァ ッ シ ョ ン 、 漫 画 、 ア ニ メ な ど 、 日 本 か ら 輸 入 し た も の が 生 活

の 中 に 溢 れ て い る 。 そ の 影 響 で 、 台 湾 の 中 国 語 に も 日 本 か ら 入 っ て き た 言 葉 が 多 用 さ れ て い る 。  

本 研 究 は 、 台 湾 に 渡 っ た 日 本 語 の 「 オ タ ク （ 中 国 語 ： 〈 宅 zha i2〉 ） 」 「 萌 え （ 中 国 語 ： 〈 萌 m

eng2〉）」と い う 言 葉 を 取 り 上 げ 、台 湾 の 大 学 生 178名 と 日 本 の 大 学 生 70名 を 対 象 に ア ン ケ ー ト 調

査 を 行 っ た 上 で 、 「 オ タ ク 」 「 萌 え 」 は ど の よ う に 台 湾 で 受 容 さ れ 、 中 国 語 と 接 触 し た 際 に ど の

よ う な 意 味 ・ 用 法 の 変 容 が 見 ら れ る の か に つ い て 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 以 下 の こ と が 明 ら か に な

っ た 。  

Ⅰ ： 文 法 的 側 面 ：  

【 オ タ ク （ 中 国 語 ： 宅 ） 】  

台 湾 に お け る 〈 宅 〉 は 、 次 の よ う に 使 わ れ て い る 。  

(1)名 詞 用 法 ： 〈 模 型 宅 〉 〈 阿 宅 〉 〈 破 百 肥 宅 變 型 男 〉  

(2)動 詞 用 法 ： 〈 整 天 宅 在 家 〉 〈 小 明 常 宅 在 宿 舍 〉 〈 我 已 經 宅 了 三 天 〉  

(3)形 容 詞 用 法 ： 〈 宅 男 〉 〈 他 很 宅 〉 〈 不 要 那 麼 宅 好 嗎 ？ 〉  

一 方 、 日 本 語 の 「 オ タ ク 」 は 、 「 健 康 オ タ ク 」 「 オ タ ク 女 子 」 な ど の よ う に 、 一 般 的 に は 名 詞

と し て 使 わ れ て い る が 、 「 オ タ ク な 男 性 集 団 」 な ど 、 形 容 動 詞 と し て 使 わ れ る 場 合 も 見 ら れ る 。  

【 萌 え （ 中 国 語 ： 萌 ） 】  

台 湾 に お け る 〈 萌 〉 は 、 次 の よ う に 使 わ れ て い る 。  

(4)名 詞 用 法 ： 〈 小 寶 寶 到 處 賣 萌 〉 〈 她 很 會 演 萌 〉  

(5)動 詞 用 法 ： 〈 萌 死 人 不 償 命 〉 〈 萌 翻 各 大 影 評 〉 〈 我 最 近 很 萌 這 部 〉  

(6)形 容 詞 用 法 ： 〈 柴 犬 超 萌 〉 〈 萌 兔 子 〉  

一 方 、 日 本 語 の 「 萌 え 」 は 、 「 萌 え キ ャ ラ 」 「 方 言 萌 え 」 な ど の よ う に 、 名 詞 と し て 使 わ れ 、

「 セ ー ラ ー 服 に 萌 え ま す か 」 「 人 気 お 天 気 お 姉 さ ん に 萌 え ～ 」 な ど 、 動 詞 と し て 使 わ れ る 場 合 も

見 ら れ る 。 こ の よ う に 、 日 本 か ら 台 湾 に 入 っ た 「 オ タ ク 」 の 〈 宅 〉 と 「 萌 え 」 の 〈 萌 〉 は 、 中 国

語 の 単 語 兼 類 現 象 と い う 文 法 的 特 徴 を 受 け 、 品 詞 の 多 様 性 を 見 せ て い る の で あ る 。  

Ⅱ ： 意 味 的 側 面 ：  

台 湾 に 入 っ て き た 「 オ タ ク 」 の 〈 宅 〉 は 、 「 特 定 の 分 野 ・ 物 事 に 熱 中 し 、 特 に ア ニ メ ー シ ョ ン

や 漫 画 に 夢 中 に な っ て 関 連 情 報 の 収 集 を 積 極 的 に 行 う 人 」 と い う 日 本 語 の 「 オ タ ク 」 の 本 来 の 意

味 を 受 け 継 ぎ な が ら 、 「 外 出 を 面 倒 が っ た り 、 お っ く う だ っ た り し 、 家 で ゴ ロ ゴ ロ す る の を 好 む

人 」 と い う 新 た な 意 味 合 い を 生 じ さ せ て い る 。 さ ら に 、 こ の よ う な 意 味 変 容 が 関 わ っ て 、 台 湾 の

大 学 生 は 「 オ タ ク 」 か ら 来 た 「 宅 」 と い う 言 葉 に 対 し て 、 ① 特 に よ い イ メ ー ジ も 悪 い イ メ ー ジ も

持 っ て お ら ず 、 「 宅 」 を 使 う 時 は 、 ② 自 嘲 し た り 人 の こ と を 揶 揄 し た り し て 、 使 う と 「 面 白 く 感

じ る ／ 感 じ さ せ る 」 と い う 表 現 効 果 を 意 識 し て い る 。  

一 方 、台 湾 に お け る〈 萌 〉は 、使 用 率 順 に (a)純 真 無 垢 で 可 愛 い 、 (b)癒 し 効 果 が あ る 、 (c)少 し

足 り な い と こ ろ が 可 愛 ら し く 思 え る 、ア ホ 可 愛 い 、 (d)あ る 物 事 に 心 を 奪 わ れ 、夢 中 に な る 、と い

う 意 味 で 使 わ れ て お り 、 日 本 語 の 「 萌 え 」 の 意 味 と 重 な り な が ら も (a)(c)の 新 た な 意 味 合 い を 生

じ さ せ て い る 。 ま た 、 オ タ ク 用 語 と 思 わ れ る 日 本 語 の 「 萌 え 」 と 違 っ て 、 「 萌 」 と い う 言 葉 に 対

し て は 「 よ い イ メ ー ジ で 、 主 に 女 性 が 使 う も の で あ る 」 と い う こ と が 意 識 さ れ て い る 。  
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